第３部　無機物質
No.3
　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第１章　非金属元素と周期表
第4節　酸素・硫黄とその化合物（教Ｐ194～201）
【酸素】	
　　①空気中の（　　　　　　）%を占める。
②（　　　　）、（　　　　）の気体。
③同素体が存在する。
④製法　過酸化水素水に触媒として酸化マンガンを加える
　　　　　【反応式】　

【酸素の化合物】
①金属元素の酸化物を（　　　　　　　　）という。その理由は、水と反応して
（　　　　）になったり、（　　　）と中和反応をするからである。
　　②非金属元素の酸化物を（　　　　　　　）という。その理由は、水と反応して
（　　　）になったり、（　　　　）と中和反応するからである。
　　③酸にも塩基にもとける両性元素の酸化物を（　　　　　　　）という。両性元素とは、
（　　　　　　　　　　）のことを指す。

　【硫黄】
　　①（　　　）色の固体で水に溶けない。　　②同素体が存在。
　　③（　　　　　　）や（　　　　　）の原料となる。
　　④点火すると青い炎をあげて燃える。
　　　【反応式】　

　【SO2(二酸化硫黄)】
　　①（　　　　）、（　　　　　）の有毒な気体。（　　　　）性がある。
　　②（　　　　　　　）ともよばれ、大気汚染の原因。
　　③製法
ⅰ）亜硫酸水素ナトリウムに希硫酸を加える。
【反応式】
　　　ⅱ）銅に濃硫酸を加えて加熱（＝銅に熱濃硫酸を加える）
【反応式】

　【H2S(硫化水素)】
　　①（　　　）色、（　　　　　）の有毒な気体。
　　②金属イオンと反応して硫化物の沈殿を生じる。　→実験ワークシート　実験１
 (
※沈殿反応カード作成
)　　③湿った酢酸鉛紙を黒変させる。
　　④製法　硫化鉄(Ⅱ)に硫酸を加えて生成
【反応式】
　【H2SO4(硫酸)】
　　①（　　　　）性の液体。
　　②製法　接触法
　　　　　【反応式】　
　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　濃硫酸・・・不（　　　　）性で無色の粘性のある液体。密度が大きい
　　　　　　　　　　　※（　　　　）作用(水を奪う性質)がある→実験ワークシート　実験２
　　　　　　　　　　　※（　　　　）性があり、乾燥剤として利用
　　　　　　　　加熱した（　　　　　　）はAgやCuとも反応する(強い酸化作用)

　　　　　　希硫酸・・・水素よりもイオン化傾向の大きい金属と反応し、H2が
発生する。

SO42－は（　　　　）（　　　　）（　　　　）と反応し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　↓　　　　　↓　
　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　 ）（　　　　　 ）（　　　　　 ）の沈殿が生じる
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 (
Check!!
　理解できたものに
□に
ﾁｪｯｸ
✔
をつけよう
。
□
　
O
2
は酸化マンガンを触媒として、過酸化水素水を分解することで生成される。
□　
酸素の同素体には、オゾン
O
3
がある。
□　
硫黄の同素体には、斜方硫黄、単斜硫黄、ゴム状硫黄がある。
□　
H
2
S
は、無色・腐卵臭の有毒な気体。
□　
H
2
S
は、酢酸鉛紙を黒変させる。
□　
H
2
S
は強い還元性があり、金属イオンを含んだ水溶液に通じると、硫化物が沈殿する。
□　
SO
2
は、無色・刺激臭の有毒な気体で、還元性がある。
□　
硫酸は、不揮発性の液体で、酸化作用や脱水性がある。
□　
希硫酸は、強酸であり
H
2
よりイオン化傾向の大きい金属と反応する。
)



















　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第１章　非金属元素と周期表
第4節　酸素・硫黄とその化合物（教Ｐ194～201）
【酸素】	
　　①空気中の（　　21　　）%を占める。
②（　無色　）、（　無臭　）の気体。
③同素体が存在する。
④製法　過酸化水素水に触媒として酸化マンガンを加える
　　　　　【反応式】　H2O2　→　2H2O　＋　O2　　　酸化マンガンは触媒として働く
　
【酸素の化合物】
①金属元素の酸化物を（　塩基性酸化物　）という。その理由は、水と反応して
（　塩基　）になったり、（　酸　）と中和反応をするからである。
　　②非金属元素の酸化物を（　酸性酸化物　）という。その理由は、水と反応して
（　酸　）になったり、（　塩基　）と中和反応するからである。
　　③酸にも塩基にもとける両性元素の酸化物を（　両性酸化物　）という。両性元素とは、
（　Al、Zn、Sn、Pb　）のことを指す。「ああすんなり」で覚える
「参加(酸化物)した近縁(金属：塩基性酸化物)が悲惨(非金属：酸性酸化物)」でおぼえる
　【硫黄】
　　①（　黄　）色の固体で水に溶けない。　　②同素体が存在。
　　　　③（　H2SO4　）や（　ゴム　）の原料となる。
　　④点火すると青い炎をあげて燃える。
　　　【反応式】　S　＋　O2　→　SO2

　【SO2(二酸化硫黄)】
　　①（　無色　）、（　刺激臭　）の有毒な気体。（　還元　）性がある。
　　②（　亜硫酸ガス　）ともよばれ、大気汚染の原因。
　　③製法
ⅰ）亜硫酸水素ナトリウムに希硫酸を加える。
【反応式】2NaHSO3 ＋ H2SO4 → Na2SO4 ＋ 2H2O ＋ 2SO2
　　　ⅱ）銅に濃硫酸を加えて加熱（＝銅に熱濃硫酸を加える）
【反応式】Cu　＋　2H2SO4　→　CuSO4　＋　2H2O　＋　SO2

 (
※沈殿反応カード作成
)　【H2S(硫化水素)】
　　①（　無　）色、（　腐卵臭　）の有毒な気体。
　　②金属イオンと反応して硫化物の沈殿を生じる。　→実験ワークシート　実験１
　　③湿った酢酸鉛紙を黒変させる。
　　④製法　硫化鉄(Ⅱ)に硫酸を加えて生成
【反応式】FeS　＋　H2SO4　→　FeSO4　＋　H2S
　【H2SO4(硫酸)】
　　①（　強酸　）性の液体。
　　②製法　接触法
　　　　　【反応式】　S　＋　O2　→　SO2
　2SO2　＋　O2　→　2SO3
　　　　　　　　　　　SO3　＋　H2O　→　H2SO4

　　　　　　濃硫酸・・・不（　揮発　）性で無色の粘性のある液体。密度が大きい
　　　　　　　　　　　※（　脱水　）作用(水を奪う性質)がある→実験ワークシート　実験２
　　　　　　　　　　　※（　吸湿　）性があり、乾燥剤として利用
　　　　　　　　加熱した（　熱濃硫酸　）はAgやCuとも反応する(強い酸化作用)

　　　　　　希硫酸・・・水素よりもイオン化傾向の大きい金属と反応し、H2が
発生する。

SO42－は（　Ba2＋　）（　Ca2＋　）（　Pb2＋　）と反応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　↓　　　　　↓　白色沈澱
　　　　　　　　　　　　　　　（　BaSO4　）（　CaSO4　）（　PbSO4　）　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ・カ・ナ硫酸　
 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　
O
2
は酸化マンガンを触媒として、過酸化水素水を分解することで生成される。
□　酸素の同素体には、オゾン
O
3
がある。
□　硫黄の同素体には、斜方硫黄、単斜硫黄、ゴム状硫黄がある。
□　
H
2
S
は、無色・腐卵臭の有毒な気体。
□　
H
2
S
は、酢酸鉛紙を黒変させる。
□　
H
2
S
は強い還元性があり、金属イオンを含んだ水溶液に通じると、硫化物が沈殿する。
□　
SO
2
は、無色・刺激臭の有毒な気体で、還元性がある。
□　硫酸は、不揮発性の液体で、酸化作用や脱水性がある。
□　希硫酸は、強酸であり
H
2
よりイオン化傾向の大きい金属と反応する。
)






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　
